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１．研究の背景と目的および方法：これまでの情報社会（Society 4.0）に続く新たな未来社会である「Society 5.0」の到来を

受け（内閣府，2018），我が国の未来を担う子ども達には，学校教育で，どのような資質・能力を育むべきであろうか。本

研究では，平成 29年告示学習指導要領においても教科等を越えた全ての学習の基盤として，その育成が期待されている批

判的思考力（クリティカルシンキング）に焦点を充て，子ども達の批判的思考力を育成する実践的な算数授業モデルを構築

することを研究の目的とした。 

本研究では算数教育における批判的思考力を捉えるにあたっては，子どもたちが問題解決において表出させる「社会的価

値観」に注目する。授業開発にあたっての理論的基盤としては，Skovsmose氏が提唱する批判的数学教育（Skovsmose，1994）

の視座に依拠しながら，方法的側面として「社会的オープンエンドな問題」（馬場，2009；島田，2017）に着目した。開発

した教材で実際に授業実践を行い，子ども達が示した批判的思考の具体をワークシート記述やプロトコル分析によって解明

した。本稿では，本研究で開発した授業の1つである「遊園地での“より良い”行動計画を立てよう」について報告する。 

２．開発授業①「遊園地での“より良い”行動計画を立てよう」（小学校第5学年対象：令和元年10月18日5・6限目実施） 

〇本時の目標 

遠足で訪れる架空の遊園地における自分たちの行動計画を立てる。その際，よりたくさんの乗り物（アトラクション）に

乗ることができ，また，より安く，かつ楽しい行動計画を，自身の価値観を顕在化させた数学的モデルを根拠に，立案する

ことができる。また，他者の行動計画を批判的に検討し，自身の行動計画を更により良いものに修正することができる。 

〇授業における中心的課題             〇授業の実際（板書と児童のワークシート） 

 

３．実践授業の成果／児童の批判的思考の様相 

 授業では，まずは自身で行動計画を立案させた。そ 

の後，教師から「遊び放題チケットを買うことで一見 

得をしているように見えるが，実際は損をしている行動計画」を児童達に提案し，どのように思うかを検討させた。その結

果，「効率性」という社会的価値観の基で，移動する時間に着目をした児童や，「経済性」の社会的価値観の基で，チケット

料金に着目した児童を特定することができた。また，最終的な意思決定の場面においては，他者の提案を踏まえた上で，「も

ったいない」という表現を用いて，「経済性」の価値観から自身のチケット枚数を数学的に再度批判的に検討した児童を特

定することができた。それぞれの社会的価値観の基で，数学を方法とした意思決定を行うことが本研究における批判的思考

であり，それを促すことが本授業のねらいであった。その意味では本授業実践は，児童達の批判的思考の涵養にある一定程

度貢献した授業であったといえるであろう。 

４．今後の課題：本研究では，批判的思考を誘発する教材開発研究を中心的に推進し，授業実践を行った。今後の課題とし

ては，児童達の発揮した批判的思考を分析的に捉えることのできる評価プログラムの開発などが挙げられる。 
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